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●
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

き
こ
え
や
こ
と
ば
の
育
ち
に
不
安
の
あ
る
、子

供（
０
～
18
歳
）と
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、教

育
相
談
を
行
い
ま
す
。
育
児
や
生
活
、教
育
、

福
祉
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
個
別
に
行
い
、無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
と
き

　
７
月
28
日
㈮
　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

□
と
こ
ろ
　

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
西
会
議
室

□
申
込
方
法
　

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
７
月
20
日
㈭

問�

大
分
県
立
聾
学
校
　
み
み
サ
ポ
お
お
い
た

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
４

　
℻
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
５

□
申
込
期
限
　
７
月
21
日
㈮

※ 
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、大
分
県
立
農
業
大

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
７
５
８
２

　
　　問

地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
　
☎
㉒
８
６
２
７（
市
役
所
６
階
）

□ 

と
き
　 

７
月
15
日
㈯
・
８
月
27
日
㈰

・
午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
と
も
に
受
付
は
30
分
前
か
ら
。

□
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校（
中
津
市
）

※ 

詳
細
は
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
５
５
０
０

●
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス「
緑
の
学
園
」

県
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、農
業
大
学
校
の
教

育
施
設
や
教
育
課
程
等
に
関
す
る
説
明
会
及
び

見
学
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、在
校
生
と
の

交
流
会
を
通
じ
、本
校
へ
の
進
路
判
断
の
参
考

に
す
る
た
め
の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

□ 

と
き
　 

７
月
30
日
㈰

□
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
立
農
業
大
学
校（
豊
後
大
野
市
）

●
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験

福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰

で
も
体
験
で
き
ま
す
。

□ 

と
き

　 

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
の
間
で
、お
お

む
ね
１
～
３
日
間（
本
人
の
希
望
を
尊
重
）

□
と
こ
ろ
　

　
県
内
の
福
祉
介
護
施
設（
約
２
０
０
施
設
）

□
申
込
期
限
　
体
験
希
望
日
の
２
週
間
前

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

●
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
予
約
不
要
）

進
学
を
考
え
る
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
に
、大

学
入
試
情
報
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
加
え
、

在
校
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
型
の
講
義
説
明
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
是

非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

無くそう思い込み、守ろう個性
みんなでつくる、みんなの未来

　自分自身の過去の経験や知識、人の属性など
から、知らず知らずのうちに、ものごとを決めつけ
てしまう「アンコンシャスバイアス」は、自己防衛
心が引き起こす悪意のない意識（言動）です。

　自分に都合の良いようにものごとを判断してし
まったり、自分の責任を回避したり、自分のことを
よく見せたいといった意識（言動）は、日常のあら
ゆる場面で、“無意識の思い込み”、“無意識
の偏見”となって表面化することがあります。

　例えば（今では古い価値観と言われるようにな
りましたが）、「男性は仕事、女性は家事・育児・
介護を担うべき」という決めつけ、「男なら弱音
を吐くな」という性別だけを根拠にした押さえつけ、

「女性にこの仕事は無理だろう」という蔑視的な
考えなどが、アンコンシャスバイアス（無意識の思
い込み・偏見）に当てはまります。

　また、セクシュアル・マイノリティの人たちが差
別的な言動を受ける問題、歴史的な過程の中で
形づくられた身分的差別がいまだになくならず、
結婚や就職などの場面で不利な扱いを受けてし
まう部落差別問題などは、「人を属性に分けてし
まう意識」が要因の一つとなっています。

　このように、アンコンシャスバイアス（無意識の
思い込み・偏見）は誰もが持っていて、十分な配
慮や気配りを備えていても、自分の言動によって、
相手を傷つけてしまうことがあります。そうならな
いためには、「アンコンシャスバイアスの存在に
気づく」「何ごとも決めつけない、押し付けない」
ことが大切です。

　表題（今年度の男女共同参画週間のキャッチ
フレーズ）にあるように、“自分自身の心の奥に
ある思い込みに気づき、それを可能な限りなくし
ていくこと”は、多様性・個性を認め合い、誰も
が自分らしく暮らせる、みんなの未来につながる
はずです。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

Information ７.１ 次回の広報ひた７月15日号は、７月14日㈮に発送します。

令和５年度 男女共同参画週間の
キャッチフレーズ

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ひ
た
６
月
15
日
号
の
表
紙
に
お
い

て
、日
田
市
章
を
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
。
正
し
い
市
章
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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文
芸
の
集
い
俳
句
大
会

事
前
投
句
の
募
集

日
田
市
文
教
祭
文
化
団
体
行
事「
文
芸
の
集
い

俳
句
大
会
」の
事
前
投
句
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
誰
で
も
投
句
で
き
ま
す
。

■
投
句
作
品

　
２
句
１
組（
未
発
表
の
も
の
）

※
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
投
句
料

　
１
０
０
０
円（
２
句
１
組
）

■
募
集
期
限

　
8
月
31
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

※ 

申
込
用
紙（
募
集
要
項
）は
、ア
オ
ー
ゼ
、各

地
区
公
民
館
、振
興
局
、振
興
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右

記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
提
出
先
は
、募
集
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

弓
道
教
室（
初
心
者
）受
講
生
の
募
集

初
心
者
向
け
の
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
年

齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

■ 

と
き

　 

８
月
１
日
㈫
か
ら
10
月
31
日
㈫
ま
で
の
毎
週

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
～
９
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
弓
道
場（
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

■ 

申
込
方
法

　 

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
記
入
の
上
、左
記
の
申
込
先
に

郵
送
又
は
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
先

　
〒
８
７
７
‐
０
０
３
８

　
下
井
手
町
69
番
地
３
　

　
日
田
市
弓
道
連
盟
事
務
局（
安
達
）

　
☎
０
９
０
‐
２
５
１
９
‐
９
５
５
７

■
申
込
期
限
　
７
月
21
日
㈮（
必
着
）

※ 

受
講
料
等
の
詳
細
は
、右
記
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２（
市
役
所
別
館
２
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

タ
ウ
ン
情
報

●
依
存
症
家
族
の
交
流
会「
家
族
の
つ
ど
い
」

ア
ル
コ
ー
ル・薬
物・ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題

を
抱
え
る
人
の
家
族
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
２
時
～
３
時

□ 

と
こ
ろ

　 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

タ
ー
（
大
分
市
）

□
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
参
加
月
の
第
１
金
曜
日
　
午
後
５
時

問�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

●
第
１
０
０
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　

7
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

●
消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

□
講
習
種
別

　
１
類
・
４
類
・
６
類

□
と
き
　
７
月
23
日
㈰
　

　
午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
О
М
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分（
大
分
市
）

□
申
込
期
限

　
７
月
14
日
㈮

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

原
木
し
い
た
け
栽
培
研
修
生
の
募
集

基
礎
研
修

■ 

対
象

　 

し
い
た
け
生
産
へ
の
就
業
を
検
討
し
て
い
る

人
又
は
就
業
し
て
間
も
な
い
人

■
と
き

　
8
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
の
計
４
日
間

　（
日
曜
日
）

■ 

と
こ
ろ

　
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

　（
豊
後
大
野
市
）　
等

■
募
集
数
　
40
人
程
度

実
践
研
修

①
作
業
体
験
コ
ー
ス

②
技
術
習
得
コ
ー
ス

■
対
象

①
し
い
た
け
生
産
へ
の
就
業
を
検
討
し
て
い
る
人

② 
令
和
５
年
度
に
就
業
予
定
の
人
又
は
就
業
し

て
10
年
未
満
の
人

■
と
き

　
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
最
大
12
日
間

■
と
こ
ろ

　
近
隣
の
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場

■
募
集
数
　
各
５
人

「
基
礎
研
修
」「
実
践
研
修
」共
通
事
項

■
参
加
費
　
無
料

※ 

研
修
先
ま
で
の
交
通
費
、昼
食
等
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

■ 

申
込
方
法

　 

左
記
に
備
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、提
出

※ 

受
講
申
込
書
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈪

問 

大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部
林
業
・

木
材
・
椎
茸
第
2
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２（
市
役
所
３
階
）


